
浄
化
槽
を
お
使
い
の
み
な
さ
ま
へ

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
を
お
を
お
願
い
し
ま
す
！

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
！

　
浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、
浄
化
さ
れ
て
い
な
い
汚
れ
た
水
が
そ
の
ま
ま

側
溝
や
川
に
流
れ
、
悪
臭
等
に
よ
り
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
ま
た
、
河
川
の
水
質
悪
化
・
悪

臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
今
一
度
、
適
正
な
管
理
が
で
き
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

項
　
　
目

内
　
　
容

回
　
　
数

保
守
点
検

（
浄
化
槽
法
10
条
）

装
置
・
機
器
の
点
検
、

調
整
、
修
理
の
実
施

お
よ
び
消
毒
剤
の
補

充
な
ど

年
３
回
以
上

（
処
理
方
式
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

・ 

保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃

（
浄
化
槽
法
10
条
）

浄
化
槽
内
の
汚
泥
の

引
き
抜
き
、
装
置
・

機
器
の
洗
浄
・
掃
除

な
ど

年
1
回
以
上

（
処
理
方
式
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

・
清
掃
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査

（
浄
化
槽
法
11
条
）

保
守
点
検
お
よ
び
清

掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、

継
続
し
て
正
常
に
機

能
し
て
い
る
か
な
ど
、

総
合
的
な
検
査

年
１
回

・ 

指
定
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

検
査
の
申
し
込
み
方

法
は
、
公
益
社
団
法

人
滋
賀
県
生
活
環

境
事
業
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

有
効
期
限

有
効
期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　
電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
（
証
明

用
電
気
計
器
）
と
は
、
貸
し
ビ

ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
、
一

括
し
て
電
力
会
社
に
支
払
っ

た
電
気
料
金
を
各
テ
ナ
ン
ト

な
ど
の
電
気
使
用
量
に
応
じ

て
配
分
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
電
気
計
器
の
こ
と
で
す
。

　
子
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で

有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
た

子
メ
ー
タ
ー
は
取
り
換
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
最
寄

り
の
電
気
工
事
店
や
修
理
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

有
効
期
限
の
確
認
は
…

　
有
効
期
限
は
、
電
気
計
器
前
面
の
丸
型
で
白
色
の
検
定
ラ
ベ
ル
ま
た
は
適
合

ラ
ベ
ル
で
確
認
で
き
ま
す
。

※ 

子
メ
ー
タ
ー
の
検
定
有
効
期
間
確
認
の
た
め
の
立
入
検
査
は
行
政
機
関
（
各

地
方
自
治
体
の
計
量
検
定
所
、
計
量
検
査
所
）
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
の
機
関
が
立
入
検
査
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
近
畿
経
済
産
業
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

近畿経済産業局
ホームページ

関
西
地
区
証
明
用
電
気
計
器
対

策
委
員
会
事
務
局（
日
本
電
気

計
器
検
定
所
関
西
支
社
内
）

☎
０
６-

６
４
５
１-
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滋賀県生活環境事業
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上
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水
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課
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担
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５
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６
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問

持
続
可
能
な
上
下
水
道
に
向
け
て

持
続
可
能
な
上
下
水
道
に
向
け
て

��
～
上
下
水
道
料
金
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
～

～
上
下
水
道
料
金
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
～

　
上
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
施
設
の
老
朽
化
対
策
・
耐
震
化
、
近

年
の
物
価
・
人
件
費
等
の
高
騰
、
ま
た
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
今
後
の
料
金
収
入
の
減
収
、
施
設
の
維
持
管
理
等
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
日
野
町
で
も
同
様
の
状
況
で
す
。

日
野
町
に
お
け
る
上
下
水
道

〇
上
水
道

　
日
野
町
水
道
給
水
区
域
は
南
比
都
佐
地
区
５

集
落
と
第
３
緑
ヶ
丘
（
甲
賀
市
水
道
給
水
区

域
）
を
除
く
エ
リ
ア
で
あ
り
、
全
体
の
約
99
・

7
％
を
滋
賀
県
企
業
庁
か
ら
水
道
水
を
受
水
し

て
い
ま
す
。

〇
下
水
道（
大
き
く
次
の
２
種
類
）

・
公
共
下
水
道
事
業

　 

　
公
共
下
水
道
は
滋
賀
県
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
草
津
矢
橋
帰
帆
島
）
で
汚
水
が
処
理
さ
れ

ま
す
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業（
農
村
下
水
道
）

　 

　
町
内
９
か
所
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

で
汚
水
を
処
理
し
ま
す
。

　
県
企
業
庁
の
受
水
費
・
県
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
費
は
、
使
用

量
に
基
づ
き
町
の
上
下
水
道
事
業
か
ら
県
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
単
価
は
県
が
決
め
て
お
り
、
県
の
料
金
改
定
は
、
市
町

の
上
下
水
道
料
金
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

滋
賀
県
の
上
下
水
道
料
金

　
滋
賀
県
の
上
下
水
道
料
金
は
５
年
ご
と
に
見
直
し
が
さ
れ
て
お

り
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
料
金
改
定
に
よ
り
値
上
げ
が
あ
り
ま

し
た
。

料
金
改
定
の
内
容

県
水
道
料
金
　
※
基
本
料
金
は
据
置

使
用
料
金
単
価
（
1
年
間
据
置
）

改
定
前

令
和
９
～
12
年

29
・
2
円
/
㎥

37
・
3
円
/
㎥

県
公
共
下
水
道
使
用
料
　
※
2
段
階
で
改
定
さ
れ
ま
す

一
般
排
水
単
価
（
※
１
）

改
定
前

令
和
８
～
９
年

令
和
10
～
12
年

47
・
2
円
/
㎥

56
・
6
円
/
㎥

62
・
1
円
/
㎥

�

（
※
１ 

特
定
排
水
も
改
定
さ
れ
ま
す
）

日
野
町
の
上
下
水
道
料
金
の
今
後
の
見
通
し

【
水
道
料
金
】

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
口
径
13
㎜
と
20
㎜
の
基
本
料
金
を
引
き
下
げ
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
県
の
単
価
改
定
に
伴
い
、
直
ち
に
値
上
げ
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
数
年
後
に
は
見
直
し
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

【
公
共
下
水
道
使
用
料
】

　
今
回
の
県
の
単
価
改
定
に
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
使
用
料
の
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
10
年
４
月
か
ら
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
農
村
下
水
道
使
用
料
】

　
料
金
体
系
の
見
直
し
（
現
在
の
世
帯
人
員
に
よ
る
人
数
割
料
金
か
ら
水

道
使
用
量
に
基
づ
く
従
量
制
料
金
へ
見
直
し
）
が
必
要
で
あ
り
、
本
年
度

か
ら
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
大
変
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
の
経
営
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

日
野
町
の
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
と
も
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
企
業

会
計
の
た
め
独
立
採
算
が
原
則
で
あ
り
、
使
用
料
収
入
に
よ
る
事
業
経

営
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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担
当
　
☎
0
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7
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6
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7
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2019年1月から 
年号を商暦で表記
2029年1月満了 

の場合

2018年 12月まで 
年号を和暦で表記
平成40年12月満

了の場合 
（2028年12月）

検定に合格 
したもの

基準適合 
検査に適合 
したもの
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化
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の
み
な
さ
ま
へ

浄
化
槽
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適
正
な
管
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を
お
を
お
願
い
し
ま
す
！

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
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検
査
が
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律
で
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ま
す
！
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適
正
に
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な
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と
、
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い
な
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汚
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た
水
が
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の
ま
ま

側
溝
や
川
に
流
れ
、
悪
臭
等
に
よ
り
近
隣
に
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惑
を
か
け
ま
す
。
ま
た
、
河
川
の
水
質
悪
化
・
悪

臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
今
一
度
、
適
正
な
管
理
が
で
き
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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正
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に
機
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る
か
な
ど
、

総
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な
検
査

年
１
回
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指
定
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
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だ
さ
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。
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検
査
の
申
し
込
み
方

法
は
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公
益
社
団
法

人
滋
賀
県
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活
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境
事
業
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会
ホ
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ょ
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（
証
明

用
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気
計
器
）
と
は
、
貸
し
ビ

ル
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ア
パ
ー
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ど
で
、
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括
し
て
電
力
会
社
に
支
払
っ

た
電
気
料
金
を
各
テ
ナ
ン
ト

な
ど
の
電
気
使
用
量
に
応
じ

て
配
分
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
電
気
計
器
の
こ
と
で
す
。

　
子
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で

有
効
期
間
が
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ら
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す
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限
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で
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や
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業
者
に
ご
相
談
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さ
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。
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期
限
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確
認
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有
効
期
限
は
、
電
気
計
器
前
面
の
丸
型
で
白
色
の
検
定
ラ
ベ
ル
ま
た
は
適
合

ラ
ベ
ル
で
確
認
で
き
ま
す
。

※ 

子
メ
ー
タ
ー
の
検
定
有
効
期
間
確
認
の
た
め
の
立
入
検
査
は
行
政
機
関
（
各

地
方
自
治
体
の
計
量
検
定
所
、
計
量
検
査
所
）
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
の
機
関
が
立
入
検
査
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
近
畿
経
済
産
業
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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～
上
下
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金
の
今
後
の
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通
し
に
つ
い
て
～

　
上
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
施
設
の
老
朽
化
対
策
・
耐
震
化
、
近

年
の
物
価
・
人
件
費
等
の
高
騰
、
ま
た
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
今
後
の
料
金
収
入
の
減
収
、
施
設
の
維
持
管
理
等
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
日
野
町
で
も
同
様
の
状
況
で
す
。

日
野
町
に
お
け
る
上
下
水
道

〇
上
水
道

　
日
野
町
水
道
給
水
区
域
は
南
比
都
佐
地
区
５

集
落
と
第
３
緑
ヶ
丘
（
甲
賀
市
水
道
給
水
区

域
）
を
除
く
エ
リ
ア
で
あ
り
、
全
体
の
約
99
・

7
％
を
滋
賀
県
企
業
庁
か
ら
水
道
水
を
受
水
し

て
い
ま
す
。

〇
下
水
道（
大
き
く
次
の
２
種
類
）

・
公
共
下
水
道
事
業

　 

　
公
共
下
水
道
は
滋
賀
県
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
草
津
矢
橋
帰
帆
島
）
で
汚
水
が
処
理
さ
れ

ま
す
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業（
農
村
下
水
道
）

　 

　
町
内
９
か
所
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

で
汚
水
を
処
理
し
ま
す
。

　
県
企
業
庁
の
受
水
費
・
県
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
費
は
、
使
用

量
に
基
づ
き
町
の
上
下
水
道
事
業
か
ら
県
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
単
価
は
県
が
決
め
て
お
り
、
県
の
料
金
改
定
は
、
市
町

の
上
下
水
道
料
金
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

滋
賀
県
の
上
下
水
道
料
金

　
滋
賀
県
の
上
下
水
道
料
金
は
５
年
ご
と
に
見
直
し
が
さ
れ
て
お

り
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
料
金
改
定
に
よ
り
値
上
げ
が
あ
り
ま

し
た
。

料
金
改
定
の
内
容

県
水
道
料
金
　
※
基
本
料
金
は
据
置

使
用
料
金
単
価
（
1
年
間
据
置
）

改
定
前

令
和
９
～
12
年

29
・
2
円
/
㎥

37
・
3
円
/
㎥

県
公
共
下
水
道
使
用
料
　
※
2
段
階
で
改
定
さ
れ
ま
す

一
般
排
水
単
価
（
※
１
）

改
定
前

令
和
８
～
９
年

令
和
10
～
12
年

47
・
2
円
/
㎥

56
・
6
円
/
㎥

62
・
1
円
/
㎥

�

（
※
１ 

特
定
排
水
も
改
定
さ
れ
ま
す
）

日
野
町
の
上
下
水
道
料
金
の
今
後
の
見
通
し

【
水
道
料
金
】

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
口
径
13
㎜
と
20
㎜
の
基
本
料
金
を
引
き
下
げ
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
県
の
単
価
改
定
に
伴
い
、
直
ち
に
値
上
げ
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
数
年
後
に
は
見
直
し
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

【
公
共
下
水
道
使
用
料
】

　
今
回
の
県
の
単
価
改
定
に
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
使
用
料
の
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
10
年
４
月
か
ら
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
農
村
下
水
道
使
用
料
】

　
料
金
体
系
の
見
直
し
（
現
在
の
世
帯
人
員
に
よ
る
人
数
割
料
金
か
ら
水

道
使
用
量
に
基
づ
く
従
量
制
料
金
へ
見
直
し
）
が
必
要
で
あ
り
、
本
年
度

か
ら
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
大
変
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
の
経
営
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

日
野
町
の
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
と
も
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
企
業

会
計
の
た
め
独
立
採
算
が
原
則
で
あ
り
、
使
用
料
収
入
に
よ
る
事
業
経

営
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
　
上
水
道
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
6
　
　
下
水
道
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
9

問

2019年1月から 
年号を商暦で表記
2029年1月満了 

の場合

2018年 12月まで 
年号を和暦で表記
平成40年12月満

了の場合 
（2028年12月）

検定に合格 
したもの

基準適合 
検査に適合 
したもの
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